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い
よ
い
よ
決
戦
の
時
が
迫
っ
て
き
た
。
第
33
回
総
合
関
関
戦
が
6

月
17 
日
か
ら
19 
日
の
間
、関
西
大
学
で
開
催
さ
れ
る
。
関
学
と
関
大
、

双
方
の
体
育
会
が
激
突
し
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ
る
。
こ
れ
ま
で
の
通

算
成
績
は
15 
勝
16 
敗
。
今
年
は
今
ま
で
以
上
に
熱
い
闘
い
に
な
る
だ

ろ
う
。
今
、
心
を
一
つ
に
し
て
戦
い
、
応
援
し
よ
う
。

「
関
学
」
と
「
関
大
」
で
一
つ

に
な
ろ
う
と
い
う
思
い
が
込
め

ら
れ
て
い
る
。
ス
ロ
ー
ガ
ン
へ

の
思
い
入
れ
通
り
、
毎
年
体
育

会
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
関
関
戦

の
清
掃
活
動
に
、
今
年
は
関
学

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
も

加
わ
る
。

　

体
育
会
関
関
戦
実
行
委
員
長

の
野
島
大
輔
さ
ん
（
経
・
３
）

は
「
今
ま
で
は
、
た
だ
勝
負
に

こ
だ
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
勝
ち
負
け
以
上
に
大
切
な

も
の
も
あ
り
ま
す
。
全
力
で
ぶ

つ
か
っ
て
い
く
中
で
、
ス
ポ
ー

ツ
を
超
え
て
、
勝
負
を
超
え
て

見
え
て
く
る
も
の
が
あ

り
ま
す
。
そ
ん
な
仲
間
の

姿
を
見
る
だ
け
で
も
十

分
刺
激
に
な
る
と
思
い

ま
す
。
ぜ
ひ
、
会
場
に
足
を
運

ん
で
ほ
し
い
で
す
」
と
関
関
戦

へ
の
思
い
を
語
っ
た
。

　

本
戦
は
６
月
17
日
か
ら
19
日

の
間
、関
西
大
学
で
行
わ
れ
る
。

今
年
４
月
に
立
ち
上
が
っ
た
女

子
陸
上
ホ
ッ
ケ
ー
部
も
参
戦
す

る
。

　

特
に
注
目
は
、
昨
年
全
国
優

勝
を
果
た
し
た
関
大
の
ア
メ
リ

カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
と
の
試

合
だ
。
関
関
戦
だ
か
ら
こ
そ
実

現
で
き
る
戦
い
に
期
待
が
膨
ら

む
。
18
日
の
17
時
に
キ
ッ
ク
オ

フ
だ
。
ま
た
関
学
か
ら
は
無
料

で
応
援
バ
ス
が
運
行
す
る
。

　

そ
ん
な
関
関
戦
を
一
層
盛
り

上
げ
る
た
め
に
欠
か
せ
な
い
前

夜
祭
は
、
６
月
６
日
15
時
か
ら

千
里
中
央
の
セ
ル
シ
ー
広
場
で

開
催
さ
れ
る
。
出
店
が
軒
を
連

ね
、
応
援
団
と
チ
ア
リ
ー
ダ
ー

部
の
応
援
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な

ど
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
各

体
育
会
の
部
員
に
よ
る
ユ
ニ

フ
ォ
ー
ム
で
の
パ
レ
ー
ド
も
見

逃
せ
な
い
。「
関
関
戦
を
観
戦

す
る
前
に
、
２
校
の
体
育
会
を

知
る
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

た
く
さ
ん
の
方
に
来
て
い
た
だ

き
た
い
で
す
」
と
野
島
さ
ん
は

前
夜
祭
へ
の
意
気
込
み
を
聞
か

せ
て
く
れ
た
。

　

ま
た
６
月
か
ら
２
週
間
限
定

で
、
恒
例
の
関
関
戦
メ
ニ
ュ
ー

も
学
食
で
始
ま
る
。
昨
年
好
評

だ
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
に
加
え
、
新

メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
「
寒
寒
天
か

き
氷
」
と
「
Ｋ.

Ｇ
丼
」
が
登

場
す
る
。
生
協
で
は
、
体
育

会
計
42
部
の
シ
ル
エ
ッ
ト
を
プ

リ
ン
ト
し
た
タ
オ
ル
が
販
売
さ

れ
、
売
上
金
の
一
部
は
西
宮
市

の
障
害
者
支
援
の
ス
ポ
ー
ツ
団

体
に
寄
付
さ
れ
る
。

　

日
に
日
に
盛
り
上
が
る
関
関

戦
ム
ー
ド
。「
一
心
」
と
な
っ

て
迎
え
る
今
年
は
、
昨
年
と
は

ま
た
違
っ
た
感
動
を
味
わ
え
る

だ
ろ
う
。
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今
年
の
関
関
戦
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
が
決
ま
っ
た
。「
一
心
」
で

あ
る
。
体
育
会
に
所
属
す
る
学

生
だ
け
で
な
く
、
一
般
の
学
生

や
職
員
す
べ
て
を
引
き
込
み
、

扉の一言

『
生
き
て
ゆ
く
こ
と
は

心
の
中
に
あ
る
コッ
プ
に

水
を
そ
そ
い
で
ゆ
く
よ
う
な
も
の
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木
と
も
こ

最
近
、
星
新
一
さ
ん
の
『
よ
う

こ
そ
地
球
さ
ん
』
と
い
う
本
を

読
ん
だ
。
本
を
読
ん
だ
の
は
本

当
に
久
し
ぶ
り
で
、
本
を
読
み

漁
っ
て
い
た
中
学
、
高
校
時
代

に
比
べ
る
と
読
む
ス
ピ
ー
ド
が

格
段
に
遅
く
な
っ
た
気
が
し
た

大
学
に
入
学
し
て
暇
な
時
間

は
中
学
、
高
校
の
頃
よ
り
も
は

る
か
に
あ
る
は
ず
な
の
に
、
な

か
な
か
読
書
の
時
間
が
確
保
で

き
な
か
っ
た

近
年
、
読
書
を

す
る
若
者
が
減
っ
て
い
る
こ
と

が
問
題
に
な
っ
て
い
る
。
実
際

自
分
も
そ
の
う
ち
の
中
の
一
人

で
中
学
、
高
校
の
頃
こ
そ
受
験

関
係
で
読
書
は
し
て
い
た
が
、

大
学
の
今
と
な
っ
て
は
全
く
と

言
っ
て
い
い
ほ
ど
本
か
ら
離
れ

て
い
る
。
本
を
読
ま
な
く
な
っ

て
か
ら
、
簡
単
な
日
常
に
使
う

漢
字
で
さ
え
、
ふ
と
し
た
時
に

思
い
出
せ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
頑
張
っ
て
思
い
出
そ
う
と

す
る
が
、
い
く
ら
頭
を
ひ
ね
っ

て
も
正
解
な
漢
字
が
ひ
ら
め
か

な
い
。
思
い
出
せ
そ
う
で
、
出

せ
な
い
時
、
自
分
に
ム
ズ
ム
ズ

す
る
。
あ
と
、
も
う
ち
ょ
っ
と

で
出
て
き
そ
う
だ
け
れ
ど
出
て

こ
な
い
。
そ
う
い
っ
た
経
験
が

み
な
さ
ん
に
は
な
い
だ
ろ
う
か

読
書
は
脳
を
活
性
化
す
る
。

こ
の
言
葉
を
今
回
実
に
久
し
ぶ

り
に
本
を
読
ん
で
納
得
し
た
。

大
学
に
入
っ
て
か
ら
本
を
ろ
く

に
読
ま
な
く
な
っ
て
今
回
の
読

書
を
通
じ
て
脳
の
衰
え
を
し
み

じ
み
と
感
じ
た
筆
者
は
、
こ
れ

を
機
に
暇
を
見
つ
け
て
、
本
を

読
も
う
と
心
に
刻
ん
だ
。

　

関
学
は
７
月
31
日
を
皮
切
り
に
２
０
１
０
年
度
内
で
計
５
回
の

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
開
催
す
る
。
入
試
説
明
会
や
キ
ャ
ン
パ

ス
ツ
ア
ー
、
在
学
生
と
の
相
談
コ
ー
ナ
ー
な
ど
が
企
画
さ
れ
て
い

る
。
高
校
生
は
も
ち
ろ
ん
、
保
護
者
の
参
加
も
可
能
だ
。
事
前
の

予
約
は
不
要
で
、
入
退
場
は
自
由
で
あ
る
。

日　
　

付

部　
　
　

活

時　

間

場　
　
　
　
　

所

一
日
目　

17
日

硬
式
野
球

13
時
〜

北
グ
ラ
ウ
ン
ド

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
男
女

14
時
30
分
〜

中
央
体
育
館
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ

二
日
目　

18
日

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

10
時
〜

東
体
育
館
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ

卓
球

14
時
〜

中
央
体
育
館
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ

ラ
ク
ロ
ス
男
女

11
時
45
分
〜

中
央
グ
ラ
ウ
ン
ド

ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル

17
時
〜

中
央
グ
ラ
ウ
ン
ド

ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー

17
時
〜

高
槻
キ
ャ
ン
パ
ス
ア
イ
ス
ア
リ
ー
ナ

三
日
目　

19
日

陸
上
ホ
ッ
ケ
ー
男
女

９
時
〜

中
央
グ
ラ
ウ
ン
ド

ボ
ー
ト

９
時
〜

神
崎
川

少
林
寺
拳
法

９
時
〜

東
体
育
館
第
２
体
育
室

射
撃

９
時
〜

養
心
館
射
撃
場

洋
弓

９
時
30
分
〜

養
心
館
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
場

準
硬
式
野
球

10
時
〜

北
グ
ラ
ウ
ン
ド

庭
球

10
時
〜

空
中
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

合
気
道

11
時
〜

東
体
育
館
第
２
体
育
室

空
手
道

11
時
〜

凱
風
館
３
階
道
場

相
撲

14
時
〜

相
撲
道
場

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

11
時
〜

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

器
械
体
操
男
女

11
時
30
分
〜

天
六
キ
ャ
ン
パ
ス
体
育
館

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

12
時
〜

東
体
育
館
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ

フ
ェ
ン
シ
ン
グ

12
時
〜

東
体
育
館
第
３
体
育
室

古
武
道

13
時
〜

中
央
体
育
館
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ

拳
法

13
時
〜

東
体
育
館
第
２
体
育
室

ラ
グ
ビ
ー

13
時
〜

中
央
グ
ラ
ウ
ン
ド

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
男
女

13
時
〜

中
央
体
育
館
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ

サ
ッ
カ
ー

14
時
〜

長
居
競
技
場

剣
道

15
時
〜

中
央
体
育
館
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ

日　
　

付

部　
　

活

時　
　

間

場　
　

所

４
月
25
日

水
上
競
技
部

12
時
〜

関
大
百
周
年
記
念
会
館
プ
ー
ル

５
月
８
〜
９
日

弓
道
部

８
日
11
時
〜

９
日
12
時
〜

関
大
弓
道
場

関
学
弓
道
場

５
月
９
日

重
量
挙
げ
部

10
時
15
分
〜

関
大
重
量
挙
げ
部
道
場

５
月
16
日

自
動
車
部

９
時
〜

舞
洲
ス
ポ
ー
ツ
ア
イ
ラ
ン
ド

５
月
30
日

陸
上
部

10
時
〜

堺
市
金
岡
公
園
陸
上
競
技
場

６
月
３
日

ゴ
ル
フ
部

８
時
〜

有
馬
ロ
イ
ヤ
ル
ゴ
ル
フ
場

６
月
５
日

馬
術
部

10
時
〜

高
槻
キ
ャ
ン
パ
ス
内
馬
場

６
月
５
〜
６
日

ヨ
ッ
ト
部

５
日
10
時
〜

６
日
９
時
30
分
〜

新
西
宮
ヨ
ッ
ト
ハ
ー
バ
ー

６
月
16
日

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

10
時
〜

関
大
東
体
育
館

日　時 開催時間 場　　所

７月31日（土） 10時～16時 西宮上ケ原キャンパス

８月１日（日） 10時～16時 西宮上ケ原キャンパス

８月７日（土） 10時～16時 神 戸 三 田 キ ャ ン パ ス

10月23日（土） 10時～16時 西宮上ケ原キャンパス

３月19日（土） 10時～16時 西宮上ケ原キャンパス

心
を
一
つ
に
い
ざ
ゆ
か
ん
!!!

6
月
17
日
よ
り
開
催

,
10 
年
度

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
開
催
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新
入
生
に
食
生
活
の
あ
り
方

を
考
え
て
も
ら
う
た
め
の
イ
ベ

　

関
学
生
の
ア

カ
ペ
ラ
ユ
ニ
ッ

ト
「
カ
ル
テ
ッ

ト
男
子
」
が
『
青

春
ア
カ
ペ
ラ
甲
子

園
全
国
ハ
モ
ネ
プ

リ
ー
グ
』（
以
下
、

『
ハ
モ
ネ
プ
』）
に

出
場
し
た
。
本
団

体
は
計
６
８
８
組

に
よ
る
予
選
を
勝

ち
抜
き
、
15
組

し
か
選
ば
れ
な

当
サ
ー
ク
ル
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

す
る
本
格
派
ア
ジ
ア
ン
テ
イ
ス

ト
カ
フ
ェ
「
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ａ
」
が
３

月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。

　

店
で
は
、
豊
富
な
ド
リ
ン
ク

メ
ニ
ュ
ー
は
も
ち
ろ
ん
、
タ

イ
・
台
湾
・
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
中

国
出
身
の
女
性
た
ち
が
手
掛
け

る
、
手
作
り
本
格
エ
ス
ニ
ッ
ク

料
理
「
週
替
わ
り
プ
レ
ー
ト
ラ

ン
チ
（
７
５
０
円
）」
な
ど
が

楽
し
め
る
。
タ
イ
グ
リ
ー
ン
カ

レ
ー
「
パ
ネ
ン
ム
」
や
、
台
湾

料
理
の
「
ル
ー
ド
・
ハ
ン
」
と

い
っ
た
ア
ジ
ア
諸
国
の
本
格
家

庭
料
理
を
求
め
て
ラ
ン
チ
タ
イ

ム
に
は
多
く
の
女
性
た
ち
で
に

ぎ
わ
う
。

　
「
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ａ
」
は
、
以
前
は

宅
配
や
学
内
外
の
イ
ベ
ン
ト
時

で
の
み
料
理
を
提
供
し
て
い

た
。
し
か
し
、
日
本
で
就
労
が

難
し
い
在
日
外
国
人
女
性
の
活

躍
の
場
作
り
と
い
う
目
的
や
、

客
と
密
に
交
流
で
き
る
商
店
街

の
利
点
に
着
目
し
、
現
地
に
店

を
開
い
た
。

　
「
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ａ
」
代
表
の
奥
尚

子
さ
ん
（
人
福
・
２
）
は
、「
ア

ジ
ア
の
様
々
な
国
の
人
と
一
緒

に
お
店
を
切
り
盛
り
し
て
い
る

中
で
、
自
分
も
共
に
成
長
で
き

る
点
に
や
り
が
い
を
感
じ
ま

す
」
と
話
し
て
く
れ
た
。

　

場
所
は
阪
急
王
子
公
園
駅
徒

歩
約
10
分
で
、
水
道
橋
筋
１
丁

目
商
店
街
内
に
あ
る
「café 

p/s

」
を
借
り
て
い
る
。
営
業

時
間
は
第
３
水
曜
日
を
除
く
、

毎
週
水
曜
日
の
10
時
か
ら
17

時
。
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
形
式
の

店
で
気
軽
に
入
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
、
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
に
ぶ

ら
り
と
立
ち
寄
っ
て
み
て
は
い

か
が
だ
ろ
う
か
。

　

三
田
キ
ャ
ン
パ
ス
に
新

校
舎
「
第
三
厚
生
棟
」
が

誕
生
し
た
。
こ
の
校
舎
に

は
、
生
協
フ
ー
ド
コ
ン
ビ

ニ（
仮
称
）と
カ
フ
ェ（
仮

称
）が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
正
式
名
称
は

学
生
か
ら
募
集
し
て
決
定

す
る
予
定
だ
。

　

上
ケ
原
キ
ャ
ン
パ
ス
で

は
最
近
「
Ｂ
Ｉ
Ｇ 

Ｍ
Ａ

Ｍ
Ａ
」
が
改
装
さ
れ
た
。
第
三

厚
生
棟
は
「
Ｂ
Ｉ
Ｇ 

Ｍ
Ａ
Ｍ

Ａ
」
並
み
の
広
さ
が
あ
り
、
室

内
に
１
６
０
席
以
上
の
ほ
か
、

テ
ラ
ス
席
も
用
意
さ
れ
て
い

る
。
第
三
厚
生
棟
で
は
あ
く
ま

で
軽
食
中
心
で
の
販
売
を
行

う
。

「カルテット男子」のみなさん

おいしそうに食べる学生
　

人
間
福
祉
学
部
社
会
企
業
学

科
の
学
生
団
体
「
Ｋ
Ｇ
︱
Ｔ
Ａ

Ｎ
Ｋ
」
が
ア
ジ
ア
出
身
の
女
性

た
ち
の
支
援
を
目
的
に
立
ち
上

げ
た
サ
ー
ク
ル
「
Ｃ
Ａ
Ｓ
Ａ
」。

い
本
戦
に
駒
を
進
め
た
。
惜
し

く
も
決
勝
に
進
む
こ
と
は
で
き

な
か
っ
た
が
、
素
晴
ら
し

い
歌
声
と
感
動
を
全
国
の

人
々
に
与
え
た
。
本
戦
の

様
子
は
４
月
13
日
19
時
か

ら
２
時
間
、
フ
ジ
テ
レ
ビ

系
列
の
全
国
ネ
ッ
ト
で
放

送
さ
れ
た
。

　
『
ハ
モ
ネ
プ
』
は
「
３
人

以
上
の
グ
ル
ー
プ
」で「
声

だ
け
で
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

を
披
露
す
る
こ
と
」と「
学

生
で
あ
る
こ
と
」
を
参
加

条
件
と
し
て
い
る
。
ま
た

本
企
画
は
数
多
く
の
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
を
輩
出
し
、
今

回
で
10
回
目
を
迎
え
る
。

　
「
カ
ル
テ
ッ
ト
男
子
」
の
メ

ン
バ
ー
は
全
員
、
関
西
学
院
グ

リ
ー
ク
ラ
ブ
に
所
属
し
て
い

る
。
リ
ー
ド
ボ
ー
カ
ル
は
魅
力

的
な
美
声
を
も
つ
川
田
一
輝
さ

ん
（
法
・
２
）。
ま
た
、
テ
ノ
ー

ル
は
透
き
通
っ
た
高
音
が
持
ち

味
の
中
嶋
慶
さ
ん
（
経
・
２
）、

繊
細
な
次
低
音
で
調
和
を
図
る

バ
リ
ト
ン
は
下
薗
大
樹
さ
ん

（
理
・
２
）。
そ
し
て
ベ
ー
ス
は
、

落
ち
着
い
た
重
厚
感
の
あ
る
歌

声
の
中
村
翔
さ
ん
（
社
・

２
）
で
、
計
４
人
だ
。

　
『
ハ
モ
ネ
プ
』
に
出
場

し
た
感
想
に
つ
い
て
川
田

さ
ん
は
、「
本
番
は
味
わ
っ

た
こ
と
の
な
い
緊
張
感
で

い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
し
か

し
、
シ
ン
プ
ル
で
し
っ
か

り
と
し
た
ハ
ー
モ
ニ
ー
が

特
徴
的
な
４
人
の
ス
タ

イ
ル
を
披
露
で
き
た
こ
と

は
、
と
て
も
嬉
し
い
で
す
。

ま
た
、
全
国
各
地
か
ら
来

た
他
の
グ
ル
ー
プ
と
交
流

を
す
る
こ
と
が
で
き
、
非

常
に
良
い
刺
激
に
な
り
ま
し

た
」
と
語
っ
た
。

　

本
戦
で
披
露
し
た
曲
は

山
崎
ま
さ
よ
し
の
『O

ne 
m

ore tim
e, O

ne m
ore 

chance

』
で
あ
る
。
序
盤
、

少
し
歌
詞
を
間
違
え
る
ハ
プ
ニ

ン
グ
が
生
じ
た
が
、「
収
録
と

い
っ
て
も
本
番
は
一
度
し
か
な

い
の
で
、
流
れ
を
止
め
る
こ
と

な
く
歌
い
き
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
メ
ン
バ
ー
の
み
ん
な
に

感
謝
し
て
い
ま
す
」
と
川
田
さ

ん
は
話
し
て
く
れ
た
。

　

気
に
な
る
「
カ
ル
テ
ッ
ト
男

子
」
の
今
後
だ
が
、
さ
ら
に
精

力
的
に
活
動
を
す
る
予
定
だ
。

川
田
さ
ん
は
、「
カ
フ
ェ
や
バ
ー

な
ど
様
々
な
場
所
で
歌
っ
て
、

ラ
イ
ブ
経
験
を
身
に
つ
け
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

も
っ
と
人
前
に
出
て
、
僕
た
ち

に
し
か
な
い
個
性
を
磨
き
た
い

で
す
。
良
い
音
楽
を
良
い
声
で

披
露
し
、
一
人
で
も
多
く
の
方

に
感
動
を
与
え
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
頑
張
り
ま
す
の
で
、
今

後
も
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
」
と
意
欲
に
溢
れ
る
表
情

で
語
っ
た
。

良い音楽を良い声で

　

ア
カ
ペ
ラ
ユ
ニ
ッ
ト
の「
カ
ル
テ
ッ
ト
男
子
」が『
ハ
モ
ネ
プ
』（
フ

ジ
テ
レ
ビ
）
に
出
場
し
、日
本
全
国
に
感
動
の
渦
を
巻
き
起
こ
し
た
。

リ
ー
ド
ボ
ー
カ
ル
の
川
田
一
輝
さ
ん
（
法・
２
）
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

を
通
じ
、「
カ
ル
テ
ッ
ト
男
子
」の
輝
か
し
い
軌
跡
に
迫
る
。

関
学
「
カ
ル
テ
ッ
ト
男
子
」

ア
カ
ペ
ラ
甲
子
園
出
場

ン
ト
が
、
４
月
５
日
か
ら
７
日

ま
で
の
３
日
間
、
旧
学
生
会
館

に
あ
る
食
堂
「
Ｂ
Ｉ
Ｇ 

Ｍ
Ａ
Ｍ
Ａ
」
で
開
催
さ

れ
た
。

　
「
朝
ご
は
ん
を
食
べ

よ
う
」
と
題
さ
れ
た

本
イ
ベ
ン
ト
は
、

生
活
の
リ
ズ
ム

が
乱
れ
が
ち
な

一
人
暮
ら
し
の
新
入
生

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め

に
、
今
年
初
め
て
行

わ
れ
た
。
期
間
中
、
新
入
生
に

は
無
料
で
朝
食
が
振
る
舞
わ
れ

た
。
午
前
７
時
50
分
か
ら
８
時

30
分
と
い
う
朝
早
い
時
間
帯
で

は
あ
っ
た
が
、
毎
日
20
人
ほ
ど

が
訪
れ
テ
ー
ブ
ル
を
囲
ん
だ
。

朝
食
の
メ
ニ
ュ
ー
は
栄
養
士
が

バ
ラ
ン
ス
を
考
え
て
調
理
し
、

食
後
に
は
栄
養
士
自
ら
食
生
活

の
大
切
さ
を
語
っ
た
。

　

ま
た
本
イ
ベ
ン
ト
で
は
新
入

生
同
士
の
交
流
を
深
め
て
も
ら

う
た
め
に
、
全
員
が
同
じ
席
で

食
事
を
と
っ
た
。
参
加
者
に

は
３
日
間
足
を
運
び
続
け
た
人

が
多
か
っ
た
が
、
や
は
り
朝
食

を
と
も
に
し
て
友
達
が
で
き
た

か
ら
と
い
う
の
が
一
番
の
理
由

だ
。
ほ
と
ん
ど
の
参
加
者
が
単

身
で
参
加
し
て
お

り
、
交
流
を
深
め
て

も
ら
う
試
み
も
大
き

な
成
果
を
あ
げ
た
形
だ
。

　

今
後
も
行
う
か
ど
う
か
は
未

定
だ
が
、
大
学
と
し
て
は
次
の

一人暮らしの新入生をサポート

交
流
を
深
め
る
学
生
も

開
催
も
考
え
て
い
る
と
い
う
。

本
企
画
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
に

つ
い
て
は
教
学
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
ー
ビ

ス
の
「
新
着
★
お
知
ら
せ
」
で

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
、
定
期
的
に
目
を
通
す
と
い

い
だ
ろ
う
。

朝
食
を
無
料
で
提
供

（
４
月
５
日
〜
７
日
）
Ｂ
Ｉ
Ｇ 

Ｍ
Ａ
Ｍ
Ａ

本
格
ア
ジ
ア
ン
テ
イ
ス
ト

カ
フ
ェ
オ
ー
プ
ン

Ｋ
Ｇ
︱
Ｔ
Ａ
Ｎ
Ｋ

　

宗
教
総
部
は
４
月
19
日
か
ら

23
日
の
間
、
上
ケ
原
キ
ャ
ン
パ

ス
で
春
の
献
血
週
間
を
開
催
し

た
。
同
時
に
19
日
、
21
日
、
23

日
は
骨
髄
バ
ン
ク
の
ド
ナ
ー
登

録
も
行
っ
た
。
ま
た
上
ケ
原

キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
開
催
に

先
立
ち
、
16
日
は
西
宮
聖

和
キ
ャ
ン
パ
ス
で
献
血
運

動
と
骨
髄
バ
ン
ク
ド
ナ
ー

登
録
会
を
催
し
た
。
献
血

に
訪
れ
た
人
は
計
５
７
２

人
、
骨
髄
バ
ン
ク
ド
ナ
ー

登
録
者
数
は
56
人
だ
っ

た
。

　

宗
教
総
部
は
今
年
度
、

献
血
週
間
を
日
本
赤
十

字
社
の
協
力
の
下
、
年
４
回
行

う
。
本
活
動
は
１
９
６
３
年
か

ら
始
ま
り
、
今
年
で
47
年
を
数

え
る
。
キ
ャ
ン
パ
ス
内
で
の
情

報
宣
伝
活
動
や
献
血
者
の
受
付

は
、
全
て
宗
教
総
部
の
部
員
に

よ
る
も
の
だ
。
ま
た
２
０
０
８

年
10
月
に
お
こ
な
っ
た
秋
の
献

血
週
間
は
、
採
血
者
が
過
去
累

計
の
８
万
人
を
超
え
、
話
題
を

呼
ん
だ
。

　

春
の
献
血
週
間
を
終
え
て
、

献
血
実
行
委
員
会
の
吉
井

綾
香
さ
ん（
文・３
）は「
今

回
は
雨
の
日
が
続
い
た
中

で
の
開
催
で
し
た
が
、
多

く
の
方
に
ご
協
力
い
た
だ

い
て
と
て
も
嬉
し
く
思
っ

て
い
ま
す
」
と
語
っ
た
。

　

夏
の
献
血
週
間
は
６
月

11
日
に
三
田
キ
ャ
ン
パ
ス

で
、
６
月
14
日
か
ら
18
日

の
５
日
間
は
上
ケ
原
キ
ャ

ン
パ
ス
で
行
う
。
吉
井
さ
ん
は

「
夏
は
一
年
の
中
で
も
採
血
の

行
い
や
す
い
時
期
で
す
。
今
ま

で
献
血
を
し
た
こ
と
の
あ
る
方

も
な
い
方
も
、
こ
の
機
会
に
ぜ

ひ
受
付
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
一
人
で
も
多
く
の
方
に

夏
の
献
血
週
間
へ
の
参
加
を
呼

び
か
け
て
い
き
た
い
で
す
」
と

次
回
へ
の
抱
負
を
述
べ
た
。

夏の献血週間へ意欲

計
５
７
２
人
参
加

春
の
献
血
週
間

『夏の献血週間』の日程
６/11（金）
夏の献血日＠神戸三田キャンパス

６/14（月）〜18（金）
夏の献血週間＠西宮上ケ原キャンパス

お　

詫　

び

４
月
１
日
発
行
の
７
８
９
号
に
て
間
違
い
が
あ
り
ま
し
た

の
で
訂
正
い
た
し
ま
す
。

　

３
面
︱
キ
ャ
リ
ア
ゼ
ミ
Ｂ　

写
真

　

６
面
︱
素
敵
な
お
店
「
カ
フ
ェ
ゆ
う
」

　
　

●
ケ
ー
キ
類
値
段　

各
４
３
０
円
→
各
４
８
０
円

（
３
月
19
日
改
定
）

　
　

●
「
カ
フ
ェ
ゆ
う
」
Ｈ
Ｐ
ア
ド
レ
ス

http://w
w

w
.yukobo.co.jp/

　
　

●（
追
記
）カ
フ
ェ
ゆ
う
の
２
階
は
陶
芸
教
室
に
な
っ

て
お
り
、
体
験
教
室
も
実
施
。

　

詳
細
は
上
記
Ｈ
Ｐ
、ま
た
は06

︱6377

︱3322

ま
で
。

　

７
面
︱
文
化
総
部
面

　
　
「
映
画
研
究
会
」
→
「
映
画
研
究
部
」

関
係
者
の
皆
様
、
お
よ
び
読
者
の
皆
様
に
深
く
お
詫
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　

カ
フ
ェ
は
フ
ー
ド
コ
ン
ビ
ニ

の
中
に
あ
り
、
弁
当
や
お
菓
子

な
ど
を
購
入
し
た
後
に
入
れ
立

て
の
コ
ー
ヒ
ー
を
注
文
で
き

る
。
最
新
の
ド
リ
ッ
プ
マ
シ
ン

を
導
入
し
た
こ
と
で
、
手
軽
に

お
い
し
い
コ
ー
ヒ
ー
を
味
わ
え

る
。
ま
た
１
０
０
種
類
以
上
の

パ
ン
を
販
売
し
て
お

り
、
毎
月
新
メ
ニ
ュ
ー

を
登
場
さ
せ
る
。
三
田

の
人
気
パ
ン
屋
「
サ
ン

ポ
ッ
ポ
」
の
パ
ン
も
取

り
寄
せ
る
。

営
業
時
間

平　

日 

８
：
50
〜
20
：
00

土
曜
日 

10
：
30
〜
15
：
00 ソフトクリームと入れたてのコーヒーが魅力

ゆとりのある第三厚生棟

三田キャンパス
新校舎誕生に期待
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児童の安全を守る藤木先生と学生のみなさん

　

関
学
教
育
学
部
・
聖
和
大
学

生
は
昨
年
、
市
内
の
都
市
基
盤

政
策
や
教
育
・
文
化
・
福
祉
の

分
野
で
貢
献
し
た
個
人
・
団
体

に
贈
ら
れ
る
西
宮
ま
ち
づ
く
り

賞
を
受
賞
し
た
。

　

学
生
た
ち
は
小
学
校
の
児
童

た
ち
の
交
通
安
全
を
守
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
い
る
。

平
日
の
朝
７
時
25
分
か
ら
８
時

10
分
の
間
、
登
校
区
域
に
待
機

し
、
児
童
に
挨
拶
を
し
て
見

守
っ
て
い
る
。

　

こ
の
活
動
を
始
め
た

き
っ
か
け
に
つ
い
て
、

「
２
０
０
１
年
に
大
阪
府
池

田
市
で
の
小
学
校
無
差
別

殺
傷
事
件
が
起
こ
っ
て
か

ら
、
児
童
た
ち
の
安
全
を

守
る
た
め
に
考
え
た
こ
と

が
始
ま
り
で
す
」
と
藤
木

大
三
先
生
は
語
っ
た
。
当

事
件
が
世
間
に
知
れ
渡
っ

て
か
ら
藤
木
先
生
は
、
聖

和
キ
ャ
ン
パ
ス
近
辺
に
あ

る
西
宮
市
立
上
ケ
原
小
学
校
の

教
員
と
、
児
童
の
安
全
や
問
題

点
に
つ
い
て
熱
心
に
取
り
組
ん

だ
。
以
前
に
も
地
域
の
人
で
、

交
通
安
全
の
取
り
組
み

は
あ
っ
た
が
、
時
間
な

ど
の
都
合
で
あ
ま
り
機

能
し
な
か
っ
た
。
し
か

し
、
学
生
の
活
動
が
注

目
さ
れ
て
、
現
在
は
地

域
の
人
も
精
力
的
に
参

加
し
て
い
る
。

　

当
初
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
し
て
い
た
人
数
は
、
藤
木
先

生
が
受
け
持
っ
て
い
た
ゼ
ミ
生

８
人
の
み
で
あ
っ
た
。
藤
木
先

生
は
「
最
初
は
右
も
左
も

分
か
ら
な
い
状
況
の
な

か
、
手
探
り
で
活
動
を
進

め
て
い
き
ま
し
た
。
よ

り
多
く
の
学
生
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
知
っ
て

も
ら
お
う
と
、
講
義
や
実

技
演
習
の
授
業
中
い
ろ
ん

な
学
生
に
呼
び
掛
け
ま
し

た
」
と
話
し
て
く
れ
た
。

現
在
は
２
回
生
、３
回
生
、

４
回
生
の
総
数
60
人
を
超

え
る
学
生
が
集
ま
っ
た
。

　

交
通
安
全
を
守
り
な
が
ら
、

児
童
た
ち
と
触
れ
合
っ
て
、「
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
通
し
て
、
子
ど

も
た
ち
の
成
長
を
見
る
こ
と
が

で
き
て
う
れ
し
い
」（
聖
和・３
）

と
に
こ
や
か
に
話
す
。
ま
た
別

の
学
生
は
、「
子
ど
も
だ
け
で

な
く
、
校
長
や
地
域
の
方
々
と

の
つ
な
が
り
を
実
感
で
き
た
」

（
教
育
・
２
）
と
充
実
に
満
ち

た
目
で
語
っ
た
。

　

藤
木
先
生
は
「
大
学
生
活
で

一
つ
の
も
の
に
労
力
と
時
間
を

か
け
る
こ
と
は
意
味
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

実
質
的
な
活
動
時
間
は
短
く
、

挨
拶
を
し
て
も
返
答
し
て
く
れ

な
い
児
童
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
毎
日
の
積
み
重

ね
で
児
童
の
心
に
は
必
ず
届
い

て
い
ま
す
。
一
つ
ひ
と
つ
の
行

動
が
結
果
に
つ
な
が
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
」
と
学
生
に

期
待
を
込
め
た
言
葉
で
締
め
く

く
っ
た
。

つながる大学と地域

子
ど
も
に
安
全
な
社
会
を

西
宮
ま
ち
づ
く
り
賞
受
賞

　

交
際
し
て
い
る
女
性
の
子
ど

も
を
女
性
が
働
き
に
出
る
間
、

ひ
と
り
で
面
倒
を
み
る
こ
と
に

な
っ
た
。
初
め
の
う
ち
は
か
わ

い
か
っ
た
の
だ
が
、
徐
々
に
言

う
こ
と
を
聞
か
な
い
こ
と
が
増

え
て
き
た
。
そ
れ
に
顔
が
女
性

の
前
夫
に
そ
っ
く
り
だ
。
腹
が

立
っ
た
か
ら
、
た
た
い
て
み
た
。

そ
う
し
た
ら
、
黙
っ
た
の
で
優

し
く
教
え
る
よ
り
、
殴
っ
た
方

が
い
い
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。

　

今
年
の
３
月
、
大
阪
府
門
真

市
で
逮
捕
さ
れ
た
男
（
20
）
は

虐
待
に
至
る
ま
で
の
過
程
を

こ
う
話
し
た
。
警
察
庁
に
よ

る
と
、
虐
待
事
件
の
検
挙
数

は
２
０
０
０
年
の
１
８
６
件
か

ら
09
年
は
３
３
５
件
へ
と
増
え

た
。
実
夫
ま
た
は
母
親
と
内
縁

関
係
に
あ
る
男
が
加
害
者
に
な

る
ケ
ー
ス
が
目
立
ち
、
全
体
数

を
押
し
上
げ
て
い
る
と
い
う
。

　

加
害
者
に
男
性
が
増
え
た
理

由
の
一
つ
に
、
生
活
困
窮
が
あ

る
。
不
況
で
職
に
就
け
ず
、
十

分
な
生
活
が
で
き
な
い
。
そ
の

不
満
の
は
け
口
と
し
て
子
ど
も

達
に
矛
先
が
向
か
っ
て
い
る
。

加
害
者
に
と
っ
て
、
暴
力
を
ふ

る
う
理
由
な
ん
て
何
で
も
い

い
。「
お
も
ら
し
を
し
た
」「
泣

き
声
が
う
る
さ
い
」
と
言
い
、

子
ど
も
た
ち
を
壁
に
打
ち
付
け

た
り
、
食
事
を
与
え
な
か
っ
た

り
す
る
。

　

そ
ん
な
理
不
尽
な
怒
り
に
さ

ら
さ
れ
る
子
ど
も
達
を
守
る
た

め
、
国
は
２
０
０
８
年
４
月
、
児

童
虐
待
防
止
法
を
改
正
し
、「
児

童
相
談
所
の
強
制
調
査
」
を
可

能
に
し
た
。
こ
れ
は
、
虐
待
の

疑
い
が
あ
れ
ば
児
童
相
談
所（
以

下
、
児
相
）
が
鍵
を
壊
し
、
窓

を
打
ち
破
っ
て
で
も
、
強
制
的

に
家
に
立
ち
入
る
こ
と
が
出
来

る
と
い
う
も
の
。
法
が
改
正
さ

れ
る
ま
で
は
児
相
の
立
ち
入
り

に
は
実
質
、
親
の
許
可
が
必
要

で
、
危
険
な
状
態
に
あ
る
児
童

を
思
う
よ
う
に
保
護
で
き
な
い

現
状
が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
こ

の
改
正
は
虐
待
防
止
に
大
き
な

変
化
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
っ

た
。
し
か
し
、
施
行
後
の
調
査

で
、
08
年
度
に
強
制
立
ち
入
り

が
行
わ
れ
た
の
は
、
虐
待
件
数

４
万
２
６
６
４
件
中
、
わ
ず
か
２

件
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　

そ
の
理
由
と
し
て
挙
げ
ら
れ

た
の
が
、
児
相
の
人
手
不
足

だ
。
児
相
で
は
、
職
員
１
人

あ
た
り
が
年
間
約
80
件
の
虐
待

相
談
を
抱
え
る
。
児
童
福
祉
司

１
３
０
０
人
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を

行
っ
た
と
こ
ろ
、
全
体
の
67
％

が
「
十
分
な
対
応
が
で
き
た
事

例
は
20
件
未
満
」と
回
答
し
た
。

　

私
は
、
児
童
福
祉
司
の
負
担

を
軽
減
す
る
た
め
に
は
児
相
の

シ
ス
テ
ム
を
見
直
す
し
か
な
い

と
思
う
。何
よ
り
問
題
な
の
は
、

児
童
を
守
り
た
い
と
思
う
人
が

児
相
で
働
け
な
い
こ
と
だ
。
児

相
で
働
け
る
の
は
、
児
童
福
祉

司
の
み
。
児
童
福
祉
司
に
な
る

に
は
い
く
つ
か
の
過
程
を
修
了

し
て
い
る
こ
と
が
必
須
で
、
さ

ら
に
地
方
公
務
員
試
験
を
合
格

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
公
務

員
試
験
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
の
は
約
30
歳
ま
で
で
、
合
格

者
に
は
新
卒
者
が
多
い
。

　

児
童
福
祉
司
は
公
務
員
な
の

だ
か
ら
、
試
験
を
受
け
る
の
は

当
然
だ
と
い
う
意
見
が
大
半
だ

ろ
う
。
し
か
し
、
虐
待
に
苦
し

む
児
童
を
救
え
る
の
は
資
格
を

も
つ
人
だ
け
で
は
な
い
と
思
う

の
だ
。
同
じ
年
齢
の
子
ど
も
を

持
つ
親
、
教
師
を
引
退
し
た
年

配
の
人
、
そ
ん
な
人
々
だ
か
ら

こ
そ
出
来
る
、
児
童
と
の
向
き

合
い
方
が
き
っ
と
あ
る
。

　

児
童
福
祉
司
が
全
指
揮
を
と

り
、
あ
る
程
度
の
試
験
を
ク
リ

ア
し
て
き
た
「
資
格
を
持
た
な

い
人
」
と
協
力
し
て
虐
待
防
止

に
努
め
る
、
と
い
う
道
も
あ
る

の
で
は
な
い
か
。

　

関
学
Ｇ
号
館
内
に
サ
ン
ド

イ
ッ
チ
専
門
店
「
Ｓ
Ｕ
Ｂ
Ｗ
Ａ

Ｙ 

関
西
学
院
大
学
店
」
が
オ
ー

プ
ン
し
た
。
日
本
国
内
で
は

１
９
３
店
舗
目
と
な
る
。
４
月

１
日
に
営
業
を
開
始
し
た
本
店

は
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
の
向
か

い
側
で
、
以
前
カ
フ
ェ
が
あ
っ
た

ス
ペ
ー
ス
を
利
用
し
て
い
る
。

　

Ｓ
Ｕ
Ｂ
Ｗ
Ａ
Ｙ
は
も
と
も
と

ア
メ
リ
カ
で
誕
生
し
た
店
で
、

現
在
世
界
92
カ
国
に
３
万
店
舗

以
上
が
存
在
す
る
。
ア
メ
リ
カ

で
は
店
舗
数
第
一
位
を
誇
る

Ｓ
Ｕ
Ｂ
Ｗ
Ａ
Ｙ
だ
が
、
日
本
で

は
ま
だ
馴
染
み
が
薄
い
。
関
西

圏
の
大
学
へ
の
出
店
例
で
は
ほ

か
に
立
命
館
大
学
店
が
あ
り
、

関
学
店
は
２
例
目
と
な
る
。
今

回
関
学
進
出
を
決
め
た
理
由
に

は
、
他
大
学
店
舗
の
前
例
が

あ
っ
た
こ
と
の
ほ
か
、
フ
ァ
ミ

リ
ー
マ
ー
ト
と
の
あ
る
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
が
挙
げ
ら
れ
る
。

２
０
０
８
年
度
か
ら
フ
ァ
ミ

リ
ー
マ
ー
ト
と
Ｓ
Ｕ
Ｂ
Ｗ
Ａ
Ｙ

は
併
設
出
店
を
行
っ
て
い
る
。

関
学
店
は
併
設
し
て
い
な
い

が
、
上
記
の
と
お
り
近
接
す
る

位
置
関
係
に
あ
る
。

　

大
手
飲
食
チ
ェ
ー
ン
店
が
関

学
に
進
出
し
て
き
た
の
は
今
回

が
初
め
て
の
こ
と
だ
。
こ
れ
を

機
に
様
々
な
店
舗
が
進
出
し
、

よ
り
魅
力
あ
る
大
学
に
な
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
る
。

　

８
面
に
さ
ら
に
詳
し
い

Ｓ
Ｕ
Ｂ
Ｗ
Ａ
Ｙ
の
特
集
を
掲
載

し
て
い
る
。

　

関
西
学
院
大
学
博
物
館

開
設
準
備
室
は
、「
浪
花

百
景
」
の
企
画
展
示
会
を

開
く
。
昨
年
の
10
月
１
日

よ
り
、
関
学
は
頴
川
美
術

館
と
連
携
協
定
を
締
結
し

た
。

　

本
展
示
会
は
頴
川
美
術
館
が

所
蔵
す
る
「
浪
花
百
景
」
の
浮

世
絵
１
０
０
点
を
上
ケ
原
キ
ャ

ン
パ
ス
で
展
示
す
る
。
京
都
か

ら
大
坂
へ
訪
れ
る
人
び
と
が
見

た
『
淀
川
沿
い
の
景
色
』
や
、

巡
礼
の
札
所
や
小
寺
、
眺
望
を

名
物
と
し
た
寺
院
な
ど
を
巡
る

『
浪
花
の
寺
院
巡
り
』
な
ど
巡

礼
や
物
見
遊
山
を
し
な
が
ら
、

土
地
の
景
色
・
季
節
の
風
物
を

楽
し
む
人
々
の
視
点
か
ら
７
つ

の
テ
ー
マ
で
構
成
さ

れ
て
い
る
。

　

ま
た
関
学
博
物
館

は
協
定
期
間
、
関
学

に
在
籍
す
る
全
て
の

児
童
、
生
徒
、
学
生

に
頴
川
美
術
館
の
入

館
を
無
料
と
し
て
い

る
。

2010年
５月12日（水）〜６月８日（火）
　　　　10：00〜16：30

（受付は16時まで）
日曜休館

関西学院大学西宮上ケ原キャンパス
時計台２階展示室

〈入場無料〉

　

宗
教
セ
ン
タ
ー
は
５
月
11
日

よ
り
、
上
ケ
原
キ
ャ
ン
パ
ス
の

ラ
ン
バ
ス
記
念
礼
拝
堂
で
ヌ
ー

ン
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
て
い

る
。
ヌ
ー
ン
コ
ン
サ
ー
ト
は
グ

リ
ー
ク
ラ
ブ
や
聖
歌
隊
な
ど
、

全
９
組
の
音
楽
団
体
に
よ
る
演

奏
会
だ
。
各
団
体
は
そ
れ
ぞ
れ

特
色
の
あ
る
音
色
を

観
客
に
披
露
す
る
。

　

６
月
１
日
は
応

援
団
総
部
吹
奏
楽

部
、
14
日
は
ゴ
ス
ペ
ル
ク
ワ
イ

アPow
er O

f V
oice

、
15

日
は
ハ
ン
ド
ベ
ル
ク
ワ
イ
ア
が

そ
れ
ぞ
れ
演
奏
を
行
う
。
い
ず

れ
も
時
間
帯
は
12
時
50
分
か
ら

13
時
20
分
の
昼
休
み
、
場
所
は

ラ
ン
バ
ス
記
念
礼
拝
堂
、
参
加

費
は
無
料
で
あ
る
。
問
い
合
わ

せ
は
関
西
学
院
宗
教
セ
ン
タ
ー

（0798

︱54

︱6018

）
へ
。

安
ら
ぎ
を
提
供

ヌ
ー
ン
コ
ン
サ
ー
ト

浮世絵100点を展示
「浪花百景」開催

関
学
に
新
し
い
顔

Ｓ
Ｕ
Ｂ
Ｗ
Ａ
Ｙ
オ
ー
プ
ン

ノ
ー
モ
ア
ド
ラ
ッ
グ

薬
物
防
止
講
座

　

関
学
で
学
生
を
対
象
と
し

た
薬
物
乱
用
防
止
講
座
が
開
か

れ
た
。
上
ケ
原
キ
ャ
ン
パ
ス
で

は
４
月
26
日
に
、
聖
和
キ
ャ
ン

パ
ス
で
は
４
月
27
日
に
、
三
田

キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
４
月
28
日
に

そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
た
。
本
講
座

は
関
学
生
が
薬
物
の
正
し
い
知

識
を
得
て
、
違
法
薬
物
に
絶
対

に
手
を
出
さ
な
い
よ
う
に
と
の

願
い
か
ら
開
か
れ
た
講
座
で
あ

る
。

　

講
座
は
ス
ク
リ
ー
ン
を
使
用

し
て
、
薬
物
の
危
険
性
を
訴
え

る
内
容
の
映
像
が
上
映
さ
れ
た
。

映
像
の
内
容
は
実
際
に
薬
物
を

使
用
し
た
人
が
薬
物
の
恐
ろ
し

さ
に
つ
い
て
語
る
と
い
う
も
の

で
、
会
場
に
来
て
い
た
学
生
た

ち
は
熱
心
に
受
講
し
て
い
た
。

虐待防止に具体策を虐待防止に具体策を
日 進 月 歩日 進 月 歩論説



～毎日頑張っているあなたに　～
三田キャンパス

雄大な自然に囲まれている三田キャンパス。
今回はそんな三田キャンパスにある癒しス
ポットを紹介する。日頃たまっているストレス
をここで吹き飛ばそう!!

第一厚生棟の横に位置づけされているテラス
お昼になると学生が集まりここでランチ。天
気がいい日にはポカポカと日差しが届く。居
心地のいいテラスでランチはいかが？

正門から入ってすぐにある大きな芝生。
ちょっと食べ過ぎちゃった、そんな日は
ここでひと汗かいてカロリーオフ!!

Ⅵ号館の前にあるベンチ。晴れの日
には、ここで友達と話をしながらラ
ンチをしてみては？

Ⅱ号館の裏に位置する小さな芝生。意外と
知られていない穴場スポット。疲れた時、
ここで昼寝でもしてみてはどうだろう。

JUJU
JUJUの代表バラード曲『奇跡を望むな
ら…』は、自分が何かにぶつかって、一人
で何もかも抱え込んで悩んでいるような
時に聴いてほしい曲で、「泣いてばかりい
ないで」といった歌詞にとても勇気付け
られるだろう。

ノラ・ジョーンズ
ノラ・ジョーンズの代表曲『Don’t Know Why』は、
今や国内外の様々なアーティストによってカバーさ
れるほどの名曲で、この曲が収録されたアルバムは
第45回グラミー賞で8部門受賞した。悲しい失恋
ソングだが、彼女のジャジーかつスモーキーな歌声
が、なぜか聴く人の心を癒してくれる一曲である。

『がんばりすぎてしまう、あなたへ』
無理をしないという当たり前のことや
肩の力の抜き方などを再確認させてく
れる作品。優しい文章で、とても読み易
い。疲れた時は、この本を読んで癒されて
みては。

『青空のむこう』
人は死んだらどうなるのか、そう考えて
みたことはないだろうか。この作品は死
の世界を子供視点でユーモラスに書いて
ある。失って初めて気づく大切なものを
思い知らせてくれる本である。

『おおきな木』
この絵本は1本のりんごの木が少年に限
りない愛を捧げるお話である。果たして
その愛は本当に少年のためになるのだろ
うか。子供の絵本というよりは大人のた
めの絵本である。自分の人生について立
ち止まって考えさせられる作品だ。

『にんげんだもの』
人生で何かにつまづきそうになった時や
気分が沈んだ時に、相田みつをの『にんげ
んだもの』という本を是非手に取って見
てほしい。独特の字体と胸に響く言葉に
勇気付けられるだろう。

SOFFet
SOFFetの『スキナツ with mihimaru GT』
は、夏の海での男女の掛け合いをイメー
ジした曲である。とてもアップテンポで
ノリのいい曲なので、夏のドライブ
ミュージックにおすすめしたい。

『流しのしたの骨』
おっとりとして頑固な長女、優しい次女、
夜の散歩が習慣の三女、笑顔が健やかな長
男の四人姉弟と詩人で生活に様々なこだ
わりを持つ母、規律を重んじる家族思いの
父の六人家族。ちょっと変わってるけど幸
福な日常の出来事を静かに描いた物語。

平井 堅
平井堅の大ヒットバラード曲『瞳をとじ
て』は、映画『世界の中心で、愛をさけぶ』
の主題歌に起用され、この年の年間ラン
キング1位を獲得した名曲である。映画
とリンクした感動的な歌詞にとても癒さ
れるだろう。

orange pekoe
本学出身orange pekoeの15周年記念ベス
ト『SUN&MOON』からは、『やわらかな夜』とい
う曲をおすすめしたい。この曲は、夜のバスタイ
ムに是非聴いてほしい曲で、ジャズ・ボサノバメ
ロディーとボーカルのナガシマトモコさんの美し
い歌声が、疲れた心身を癒してくれるだろう。

2010年6月1日関 西 学 院 大 学 新 聞
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救済情報　(` ･ω･́ )!!
上ケ原キャンパス

新学期が始まって2カ月あまり。今が一番、身体的にも精神的にも
疲れが出てくる頃では…。そんな関学生に疲れを取ってもらうため、
今回は上ケ原キャンパスの癒しスポットを紹介！ 関学生なら誰
もが知っている場所でも、身近すぎて気付かない癒しスポットは
たくさん。その中でも特におすすめ！というスポットを紹介する。
これを機に疲れた心を癒して、充実した学校生活を送ろう!!

このあたりは食堂や売店な
どがあり、学生の出入りも多
い。昼休みは最も人で混雑す
る場所だ。しかし、授業中や
放課後は人の数が少なく、風
通りも良く落ち着いた空間
へ…。友達と談笑するには
ぴったりの場所だ。

関
学
の
顔
と
も
言
え
る
、時
計
台
の

下
に
広
が
る
の
が
こ
の
中
央
芝
生
。

開
放
感
に
溢
れ
た
こ
の
場
所
で
お
昼

を
食
べ
る
も
よ
し
、昼
寝
を
す
る
も

よ
し
。自
由
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
、

溜
ま
っ
た
疲
れ
を
取
り
除
く
に
は

も
っ
て
こ
い
の
場
所
！　

み
な
さ
ん

も
こ
こ
で
安
ら
ぎ
の
一
時
を
過
ご
し

て
は
い
か
が
!?

上
ケ
原
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
徒

歩
30
分
ほ
ど
の
と
こ
ろ
に
あ

る
甲
山
。軽
く
体
を
動
か
し

た
い
、と
思
っ
て
い
る
人
に

は
い
ち
お
し
の
場
所
。頂
上

ま
で
登
ら
な
く
と
も
展
望
台

か
ら
見
え
る
景
色
は
抜
群
。

展
望
台
か
ら
関
学
を
探
し
て

み
る
の
も
お
も
し
ろ
い
だ
ろ

う
。他
に
も
噴
水
な
ど
が
あ

り
、ま
さ
に
癒
し
ス
ポ
ッ
ト

だ
。新
鮮
な
空
気
を
吸
え
、人

ご
み
で
疲

れ
る
心
配

も
な
い
。行

っ
て
み
る

価
値
は
十

分
に
あ
る

場
所
だ
。

B
号
館
か
ら
C
号
館
横
に
あ
る

ベ
ン
チ
。普
段
は
人
で
に
ぎ

わ
っ
て
い
る
が
、授
業
中
は
静

か
で
リ
ラ
ッ
ク
ス
す
る
に
は
絶

好
の
場
所
。空
き
コ
マ
を
こ
こ

で
ゆ
っ
く
り
過
ご
し
て
み
る
の

も
い
い
の
で
は
？

木々に囲まれたこの道は、
歩くだけで心が穏やかに
なる。いつもと違う道を通
り、気分を変えてみるのも
いいのでは？

関学の中でも、特に自慢できる場所がこの日本庭園。学校内とは到
底思えないほどの別空間。ただ通るだけでも、ベンチに座り池を眺
めるだけでも十分に癒される。関学生なら一度は入ってみるべし!!

第5別館にあるこの場所。
午後には日差しが入り、快
適に!! お昼をここで食べる
のもいいが、空きコマをこ
こで過ごすのもおすすめだ。

上
ケ
原

歩
30
分

る
甲
山

た
い
、

は
い
ち

ま
で
登

か
ら
見

展
望
台

み
る
の

う
。他

り
、ま

だ
。新
鮮

ご
み
で

れ
る
心

も
な
い

っ
て
み

価
値
は

分
に
あ

Let’s Go 甲山
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『
生
き
て
ゆ
く
こ
と
は

　

心
の
中
に
あ
る
コッ
プ
に

　

水
を
そ
そ
い
で
ゆ
く
よ
う
な
も
の
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木
と
も
こ

　
「
生
き
て
ゆ
く
こ
と
は
、
心
の

中
に
あ
る
コ
ッ
プ
に
水
を
そ
そ
い

で
ゆ
く
よ
う
な
も
の
」。
鈴
木
と

も
こ
さ
ん
が
『Sm

ile days/

今

日
を
楽
し
む
、小
さ
な
ア
イ
デ
ア
』

で
語
っ
て
い
る
言
葉
だ
。
温
か
い

言
葉
や
素
敵
な
ア
イ
デ
ア
が
詰

ま
っ
て
い
る
本
書
の
中
で
も
、
私

は
一
番
輝
い
て
い
る
よ
う
に
思
え

た
。

　

こ
の
言
葉
は
、
自
分
の
心
を

コ
ッ
プ
に
た
と
え
て
い
る
。
自
分

が
日
々
行
う
こ
と
、
感
じ
る
こ
と

は
し
ず
く
の
よ
う
に
、
い
つ
し
か

コ
ッ
プ
を
満
た
し
て
い
く
。
よ
い

感
情
で
あ
っ
て
も
い
や
な
感
情
で

あ
っ
て
も
、
す
べ
て
が
し
ず
く
と

な
る
。
日
々
の
自
分
を
振
り
返
る

に
は
、
私
に
は
十
分
な
言
葉
だ
っ

た
。

　

大
学
生
に
な
っ
て
２
年
目
。
そ

れ
な
り
に
が
ん
ば
っ
て
い
る
つ
も

り
だ
っ
た
。
講
義
も
ほ
と
ん
ど
サ

ボ
ら
ず
に
出
席
し
て
い
た
し
、
逃

げ
出
し
た
く
な
る
ほ
ど
の
大
量
の

レ
ポ
ー
ト
も
、
す
べ
て
こ
な
し
て

き
た
。
部
活
に
も
入
り
、
バ
イ
ト

も
始
め
た
。
も
ち
ろ
ん
友
達
と
の

息
抜
き
も
忘
れ
ず
に
。
し
か
し
、

思
い
返
し
て
み
る
と
、
私
は
マ
イ

ナ
ス
な
感
情
で
日
々
を
過
ご
し
て

心
の
コ
ッ
プ
に
い
や
な
感
情
を
た

め
続
け
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。

　

朝
目
覚
め
て
学
校
へ
行
く
準

備
を
す
る
。「
学
校
行
く
の
面
倒

く
さ
い
な
」
か
ら
始
ま
り
、
講

義
前
に
は
「
講
義
受
け
る
の
し

ん
ど
い
な
」
と
な
り
、
家
に
帰

る
頃
に
は
「
今
日
も
疲
れ
た
な
」

で
一
日
が
終
わ
っ
て
い
く
。
後

ろ
向
き
な
言
葉
が
溢
れ
て
い
る

日
常
に
気
付
い
て
い
な
か
っ
た
。

そ
ん
な
毎
日
を
当
た
り
前
の
よ

う
に
受
け
と
め
て
い
た
こ
と
に
、

私
自
身
驚
か
さ
れ
た
。

　

そ
れ
か
ら
私
は
、
心
の
コ
ッ

プ
に
で
き
る
だ
け
プ
ラ
ス
な
感

情
を
溜
め
る
よ
う
心
が
け
る
よ

う
に
し
た
。「
友
達
に
会
え
る
」

か
ら
学
校
に
行
く
。「
自
分
の
興

味
を
惹
く
話
が
聞
け
る
か
も
し

れ
な
い
」
か
ら
講
義
に
出
る
な

ど
な
ど
。

　

た
っ
た
一
度
の
人
生
。
二
度

と
巡
っ
て
こ
な
い
「
今
日
」
と

い
う
日
。
あ
な
た
は
毎
日
、
ど

ん
な
し
ず
く
で
心
の
コ
ッ
プ
を

満
た
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

「
心
」
の
コ
ッ
プ
に

ど
ん
な
し
ず
く
を
た
め
る
の
か

　

今
回
取
材
し
た
の
は
文
学
部
総
合
心
理
科
学
科

の
三
浦
麻
子
先
生
だ
。

　

社
会
心
理
学
を
専
門
と
し
、
人
間
同
士
や
人
間
と

周
囲
の
事
物
と
の
イ
ン
タ
ラ
ク
シ
ョ
ン
（
相
互
作

用
）
が
人
間
行
動
に
及
ぼ
す
影
響
の
解
明
に
関
心
を

抱
い
て
い
る
。
近
年
で
は
Ｐ
Ｃ
や
携
帯
電
話
と
い
っ

た
ツ
ー
ル
を
介
し
た
イ
ン
タ
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
題
材

に
研
究
を
行
っ
て
い
る
。
ツ
ー
ル
を
介
し
た
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
も
は
や
現
代
社
会
で
は
欠
か
せ

な
い
も
の
と
な
っ
た
。
人
間
と
ツ
ー
ル
の
イ
ン
タ
ラ

ク
シ
ョ
ン
の
増
加
は
社
会
や
人
間
関
係
に
大
き
な

変
化
を
も
た
ら
し
た
。
そ
う
し
た
変
化
に
関
す
る
研

究
や
論
考
は
社
会
的
要
請
が
高
い
に
も
関
わ
ら
ず
、

や
や
遅
れ
を
と
っ
て
い
る
。
利
用
者
の
行
動
や
意
識

に
関
す
る
実
証
的
な
デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
心
理
学

的
研
究
を
通
じ
て
社
会
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
指

し
て
い
る
。

　

三
浦
先
生
が
心
理
学
に
興
味
を
持
っ
た
の
は
中

学
生
の
時
だ
。
カ
ト
リ
ッ
ク
系
の
女
子
校
に
通
っ
て

お
り
、
学
校
に
は
誓
願
と
会
の
規
則
に
従
っ
て
生
活

を
送
る
シ
ス
タ
ー
が
い
た
。
キ
リ
ス
ト
教
か
ら
遠
い

日
本
で
彼
女
た
ち
が
な
ぜ
信
仰
を
も
つ
に
至
っ
た
の

か
に
興
味
を
抱
い
た
の
が
き
っ
か
け
だ
。
ま
た
、
小

学
生
の
頃
か
ら
な
り
た
い
も
の
は
研
究
者
で
、
当
時

か
ら
の
疑
問
を
抱
い
た
ら
す
ぐ
に
調
べ
る
、
考
え
る

と
い
う
習
慣
が
そ
の
ま
ま
今
の
生
活
に
結
び
つ
い
て

い
る
そ
う
だ
。
読
書
で
は
、
帚は

は

木き
ぎ

蓬ほ
う

生せ
い

の
小
説
や
山

崎
豊
子
の
『
白
い
巨
塔
』
な
ど
人
間
の
生
き
様
が
リ

ア
ル
に
描
か
れ
た
物
語
を
好
ん
で
読
む
と
の
こ
と
。

　

今
の
関
学
生
を
見
て
三
浦
先
生
は
「
学
生
で
し
か

で
き
な
い
こ
と
よ
り
も
学
生
で
な
く
と
も
で
き
る

こ
と
を
優
先
さ
せ
る
学
生
が
多
い
の
で
は
」
と
述
べ

た
。
バ
イ
ト
や
友
人
と
の
約
束
で
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を

詰
め
込
み
、
本
来
の
目
的
を
見
失
っ
て
日
々
を
送
る

こ
と
が
良
い
の
で
は
な
い
。「
関
学
と
い
う
素
晴
ら

し
い
環
境
を
贅
沢
に
使
っ
て
大
学
生
活
を
エ
ン
ジ

ョ
イ
し
て
ほ
し
い
で
す
。
そ
の
中
で
客
観
的
に
物
事

を
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
心
の
余
裕
を
も
つ

こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
」
と
学
生
に
期
待
を
込

め
て
語
っ
た
。

三
　

浦
　

麻
　

子

文
　

学
　

部

教
　
　
授

みうら　あさこ
大阪（北摂）生まれ。大阪大学人間科学部卒業、大阪大学大
学院人間科学研究科博士後期課程中退。
大阪大学助手、神戸学院大学助教授・准教授を経て、2009年
4月より関西学院大学文学部総合心理科学科教授、博士（人
間科学）

　

も
し
あ
な
た
だ
け
が
言
葉
の

通
じ
な
い
環
境
に
放
り
込
ま
れ

る
と
、
ど
の
よ
う
な
気
持
ち
に

な
る
か
。『
タ
ー
ミ
ナ
ル
』
は
、

主
人
公
ビ
ク
タ
ー
・
ナ
ボ
ル
ス

キ
ー
（
ト
ム
・
ハ
ン
ク
ス
）
が

同
じ
境
遇
に
陥
る
。

　

物
語
は
空
港
か
ら
始
ま
る
。

ビ
ク
タ
ー
が
搭
乗
し
た
あ
と
す

ぐ
に
彼
の
母
国
で
ク
ー
デ
タ
ー

が
勃
発
。
当
国
が
政
権
崩
壊
し

て
、
彼
の
パ
ス
ポ
ー
ト
が
無
効

に
な
っ
た
。
そ
の
た
め
入
国
ビ

ザ
を
発
行
が
許
可
さ
れ
ず
、
母

国
に
も
戻
れ
な
い
ま
ま
ビ
ク

タ
ー
は
、
あ
る
目
的
を
果
た
す

た
め
に
長
い
空
港
生
活
を
送

る
。

　

ビ
ク
タ
ー
の
周
囲
は
誰
も
知

ら
な
い
人
ば
か
り
。
も
ち
ろ
ん

空
港
の
従
業
員
も
ビ
ク
タ
ー
は

見
知
ら
ぬ
人
と
認
識
す
る
。
目

の
前
に
同
じ
人
間
が
見
え
る
の

に
、
完
全
な
「
孤
立
」
が
で
き

る
と
い
っ
た
微
妙
な
違
和
感
が

浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
国
境

は
法
律
に
お
い
て
、
不
安
定
な

バ
ラ
ン
ス
を
取
っ
て
い
る
。
祖

国
の
政
権
崩
壊
で
入
国
ビ
ザ
を

発
行
で
き
な
い
法
律
が
、
ビ
ク

タ
ー
の
行
動
を
狭
め
る
足
か
せ

に
な
っ
て
し
ま
う
。

　

限
ら
れ
た
範
囲
で
、
ビ
ク

タ
ー
は
暗
中
模
索
に
進
ん
で
い

く
。
言
語
、
食
事
、
人
間
関
係
、

出
会
い
、
別
れ
。
さ
ま
ざ
ま
な

取
り
巻
く
環
境
に
順
応
し
て
い

く
姿
が
と
て
も
印
象
的
だ
。
さ

さ
い
な
出
来
事
で
も
１
つ
変

わ
っ
て
い
け
ば
、
周
囲
も
少
し

ず
つ
変
化
し
て
い
く
。
そ
れ
ら

の
場
面
を
シ
リ
ア
ス
に
、
ま
た

ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
映
画
に
仕

上
げ
た
作
風
が
、
本
作
品
の
見

ど
こ
ろ
だ
。

　

本
作
品
の
空
港
は
、
ス
タ
ジ

オ
内
に
作
ら
れ
て
い
る
。
本
物

の
空
港
と
思
わ
せ
る
よ
う
に
、

セ
ッ
ト
は
す
べ
て
実
在
す
る
店

舗
を
使
わ
れ
て
い
る
。
ア
メ

リ
カ
に
本
店
を
構
え
る
「
バ
ー

ガ
ー
キ
ン
グ
」
や
、
日
本
で
有

名
な
「
吉
野
家
」
な
ど
も
参
加

し
て
い
る
。
リ
ア
リ
テ
ィ
に
力

を
入
れ
て
い
る
点
も
じ
っ
く
り

鑑
賞
し
て
ほ
し
い
。

　

波
乱
万
丈
な
空
港
生
活
で
、

人
情
の
温
か
み
が
あ
る
ビ
ク

タ
ー
や
彼
を
取
り
巻
く
周
囲
の

環
境
か
ら
、
一
人
や
孤
独
と
は

ど
う
い
う
こ
と
か
。
ま
た
人
と

の
つ
な
が
り
と
は
い
か
な
る
も

の
か
。
あ
な
た
な
り
の
答
え
を

見
つ
け
て
み
て
は
い
か
が
。

祖
国
消
滅
で

一
人
き
り
の

空
港
生
活

～vol.20～

夙川カフェダイニング　マドレ夙川カフェダイニング　マドレ
　

今
回
、
私
が
訪
れ
た
素
敵
な

お
店
は
阪
急
夙
川
駅
の
近
く
の

ビ
ル
の
一
角
に
あ
る
「
夙
川
カ

フ
ェ
ダ
イ
ニ
ン
グ　

マ
ド
レ
」

だ
。

　

昨
年
の
４
月
27
日
に
オ
ー
プ

ン
し
た
ば
か
り
で
比
較
的
新
し

く
、
客
層
も
Ｏ
Ｌ
や
学
生
な
ど

若
い
人
が
多
い
。
一
見
ど
こ
に

で
も
あ
る
普
通
の
カ
フ
ェ
だ
と

思
わ
れ
る
が
、
こ
こ
は
一
味
違

う
。

　

ま
ず
料
理
は
前
菜
か
ら
メ
イ

ン
、
そ
し
て
デ
ザ
ー
ト
ま
で

様
々
な
和
洋
中
折
衷
の
創
作
料

理
を
扱
っ
て
い
る
。
そ
の
中
で

私
は
当
店
お
す
す
め
の
デ
ザ
ー

ト
「M

A
D

R
E

'S　

エ
ッ
グ

タ
ル
ト
（
５
８
０
円
）」
を
食

べ
て
み
た
。
感
想
と
し
て
は
、

タ
ル
ト
の
ク
リ
ー
ム
が
と
て
も

濃
厚
で
非
常
に
美
味
だ
っ
た
。

ま
た
添
え
つ
け
の
ブ
ル
ー
ベ

リ
ー
を
一
緒
に
の
せ
て
食
べ
る

本店おすすめのエッグタルトはカスタードクリーム
など、さまざまな食べ方を楽しめる

の
も
お
す
す
め
し
た
い
。
盛
り

付
け
も
食
べ
る
の
が
も
っ
た
い

な
い
く
ら
い
に
き
れ
い
で
あ
っ

た
。

　

次
に
、
お
店
の
ア
ピ
ー
ル

ポ
イ
ン
ト
を
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

の
向
井
一
紀
さ
ん
に
聞
い
た

と
こ
ろ
、「
エ
ス
プ
レ
ッ
ソ
の

豆
」
だ
そ
う
だ
。
当
店
の
豆
は

日
本
で
は
あ
ま

り
知
ら
れ
て
い

な
い
。
し
か

し
、
イ
タ
リ
ア

な
ど
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
で
は
、
と
て

も
有
名
な
エ

ス
プ
レ
ッ
ソ

の
ブ
ラ
ン
ド

LA
V

A
ZZA

 

（
ラ
ヴ
ァ
ッ
ツ

ア
）
を
使
用
し

て
い
る
。
近

辺
で
も
あ
ま
り
納
品
さ
れ
て

い
な
い
上
質
な
豆
を
使
用
し

て
い
る
そ
う
だ
。
そ
の
ほ
か

に
も
、
ラ
ン
チ
で
は
ロ
コ
モ

コ
（
１
１
０
０
円
・
ス
ー
プ
／

サ
ラ
ダ
／
ド
リ
ン
ク
付
き
）
が

お
す
す
め
で
あ
る
と
向
井
さ
ん

は
話
し
て
く
れ
た
。
１
１
０
０

円
と
少
々
値
が
張
る
が
、
ボ

リ
ュ
ー
ム
満
点
で
、
ド
リ
ン
ク

ま
で
付
い
て
い
る
。
と
て
も
お

得
な
メ
ニ
ュ
ー
で
あ
る
と
思
う

の
で
、
ぜ
ひ
一
度
味
わ
っ
て
み

て
ほ
し
い
。

　

こ
ん
な
に
も
料
理
が
美
味
し

い
理
由
に
、
当
店
の
料
理
は
す

べ
て
某
一
流
ホ
テ
ル
の
元
料
理

長
さ
ん
が
監
修
し
て
い
る
。
そ

の
た
め
カ
フ
ェ
で
あ
り
な
が
ら

も
、
し
っ
か
り
と
し
た
安
定
の

あ
る
料
理
を
味
わ
う
こ
と
が
で

き
る
か
ら
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ほ
ど
豪
華
で

あ
れ
ば
、
値
が
張
る
料
理
が
多

い
の
で
は
と
思
う
だ
ろ
う
。
し

か
し
、
マ
ド
レ
は
学
生
な
ど
の

顧
客
に
優
し
い
値
段
で
提
供
し

て
い
る
。
た
と
え
ば
エ
ッ
グ
タ

ル
ト
は
、
学
生
証
を
提
示
す
る

と
ド
リ
ン
ク
も
付
い
て
５
０
０

円
で
購
入
で
き
る
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
実
施
中
だ
。

　

こ
れ
を
読
ん
で
当
店
に
行

き
た
く
な
っ
た
学
生
諸
君
は

今
す
ぐ
学
生
証
を
持
っ
て

行
っ
て
み
て
ほ
し
い
。
リ
ー
ズ

ナ
ブ
ル
で
美
味
し
い
と
い
う

こ
れ
以
上
な
い
カ
フ
ェ
を
探

し
て
い
る
人
は
ぜ
ひ
、
カ
フ
ェ

ダ
イ
ニ
ン
グ　

マ
ド
レ
に
。

場　

所
：
西
宮
市
羽
衣
町
５
︱
12　

プ
レ
イ
ス
ビ
ル
１
階

連
絡
先
：
０
７
９
８
︱
３
６
︱
１
７
７
７

Ｈ　

Ｐ
：http://w

w
w

.m
adre-co.com

/

B
log

：http://am
eblo.jp/m

adre-co/

定
休
日
：
水
曜
日

営
業
時
間
：
10
：
00
～
25
：
00

カ
フ
ェ
で
あ
り
な
が
ら
バ
ラ
エ
テ
ィ
豊
か
な
料
理
を
提
供

学
生
証
提
示
で
エ
ッ
グ
タ
ル
ト
割
引
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文総面

歴
史
あ
る
音
色

定
期
演
奏
会
開
催

関
西
学
院
交
響
楽
団

　

今
年
も
関
西
学
院
交
響
楽
団

に
よ
る
定
期
演
奏
会
が
開
催
さ

れ
る
。
１
９
１
３
年
創
部
と
い

う
長
い
歴
史
を
持
つ
関
西
学

院
交
響
楽
団
は
学
生
指
揮
者
と

も
に
、
客
演
指
揮
者
を
招
い
て

年
に
２
回
演
奏
会
を
催
し
て
い

る
。

　

今
回
の
定
期
演
奏
会
で
は
、

現
在
各
地
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
指

揮
者
と
し
て
精
力
的
に
活
躍
中

の
大
河
内
雅
彦
先
生
を
招
い
て
、

日
頃
の
練
習
の
成
果
を
披
露
。

　

今
回
の
演
奏
会
の
メ
イ
ン
プ

ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
シ
ベ
リ
ウ
ス

交
響
曲
第
２
番
ニ
長
調
は
交
響

曲
の
歴
史
に
残
る
名
作
と
し
て

現
在
で
も
頻
繁
に
演
奏
さ
れ
て

い
る
。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
を
代
表

す
る
作
曲
家
シ
ベ
リ
ウ
ス
が
国

民
主
義
的
な
態
度
を
取
っ
て
い

た
時
代
の
代
表
作
で
あ
る
。
こ

の
曲
が
誕
生
す
る
１
９
０
１
年

ご
ろ
の
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
は
帝
政

ロ
シ
ア
の
圧
政
に
苦
し
め
ら
れ

て
お
り
、
独
立
運
動
が
起
こ
っ

て
い
た
。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
国
民

の
愛
国
的
な
心
情
を
刺
激
し

て
、
初
演
は
大
成
功
を
お
さ
め

て
い
る
。

　

曲
は
北
欧
の
自
然
を
思
わ
せ

る
よ
う
な
民
謡
風
の
親
し
み
や

す
さ
と
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
が

共
存
し
て
い
る
。
壮
大
で
自
由

な
雰
囲
気
を
持
っ
て
い
る
の
が

こ
の
曲
の
素
晴
ら
し
い
と
こ
ろ

と
い
え
る
。

　

演
奏
会
で
は
音
楽
に
真
摯
に

向
き
合
う
団
員
た
ち
の
姿
が
見

ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
な
お
、
現
在
チ
ケ
ッ
ト
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ま
た
は
大
学

生
協
に
て
販
売
さ
れ
て
い
る
。

日時：2010年７月４日（日）
　　　開場　14：00
　　　開演　14：30
料金：500円（全席自由）
曲目：シベリウス
　　　　　交響曲第２番ニ長調
　　　チャイコフスキー
　　　　　幻想序曲『ロメオとジュリエット』
　　　ベートーヴェン
　　　　　歌劇『フィデリオ』序曲
指揮：大河内雅彦（客演）
　　　浦　　優介（学生）
　於　：伊丹市立文化会館　いたみホール
関西学院交響楽団ホームページアドレス
http://orchestra.musicinfo.co.jp/~kgso1/

ホテルビーナス
映 画 研 究 部

モノクロ映像と音の調和

製作国 ： 日　　本
製作年 ： 2004年
監　督 ： タカハタ秀太
主　演 ： チョナンカン

　

ワ
ケ
あ
り
の
流
れ
者

た
ち
が
ひ
っ
そ
り
暮
ら

す
ホ
テ
ル
ビ
ー
ナ
ス

に
、
あ
る
日
不
思
議
な

父
娘
が
現
れ
た
。
頑
な

に
心
を
閉
ざ
す
娘
に
、

ホ
テ
ル
の
世
話
係
で
も

あ
る
チ
ョ
ナ
ン
は
心
を

配
る
。そ
れ
と
と
も
に
、

ほ
か
の
住
人
た
ち
も
前

へ
向
か
っ
て
歩
み
だ
そ

う
と
し
て
い
く
。

　

ラ
ス
ト
の
数
分
前
ま

で
ず
っ
と
青
み
を
残
し

た
モ
ノ
ク
ロ
映
像
で
、

音
も
時
々
音
楽
が
流
れ

た
り
大
声
を
出
し
た
り
大
き
な

音
が
な
る
以
外
は
ほ
と
ん
ど
静

か
だ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
中

で
時
折
流
れ
る
音
楽
や
タ
ッ
プ

ダ
ン
ス
の
音
が
と
て
も
素
晴
ら

し
く
て
印
象
に
残
っ
た
。
冒
頭

の
部
分
で
映
像
と
音
楽
が
合
っ

て
な
い
け
ど
合
っ
て
い
る
と
い

う
絶
妙
な
曲
選
び
で
一
気
に
引

き
込
ま
れ
た
。
た
だ
、
ス
ト
ー

リ
ー
自
体
は
よ
く
あ
る
も
の

で
、
こ
れ
と
い
っ
て
特
筆
す
る

よ
う
な
こ
と
は
無
か
っ
た
。

　

キ
ャ
ス
テ
ィ
ン
グ
も
合
っ
て

い
て
そ
れ
ぞ
れ
好
演
し
て
い
た

と
思
う
が
、
最
後
に
香
取
慎
吾

が
出
演
し
、
和
や
か
な
雰
囲
気

に
な
っ
た
け
れ
ど
も
出
て
い
な

か
っ
た
ら
も
っ
と
良
か
っ
た
と

も
思
う
。

甲山落語研究会

意外と知らない
「寄席文字」への思い

　

１
回
生
の
皆
様
、
大
学
に
は

も
う
慣
れ
た
で
し
ょ
う
か
？
友

だ
ち
は
出
来
た
で
し
ょ
う
か
？

友
だ
ち
１
０
０
人
＋
彼
女
（
彼

氏
）
も
い
る
よ
！
と
い
う
リ
ア

充
な
あ
な
た
に
も
、「
友
だ
ち

な
ん
て
都
市
伝
説
で
し
ょ
☆
」

と
い
う
孤
高
の
あ
な
た
に
も
、

今
回
は
「
寄
席
文
字
」
に
つ
い

て
お
話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

寄
席
文
字
と
は
、
演
者
さ
ん

の
芸
名
が
書
い
て
あ
る
「
名
び

ら
」
や
、
落
語
の
演
目
が
書
い

て
あ
る
「
ま
ね
き
」
な
ど
に
使

わ
れ
て
い
る
文
字
の
フ
ォ
ン
ト

の
こ
と
で
す
。基
本
的
に
は「
お

客
さ
ん
が
た
く
さ
ん
入
っ
て
き

ま
す
よ
う
に
」
と
い
う
願
い
を

こ
め
て
、
な
る
べ
く
紙
を
塗
り

つ
ぶ
す
か
の
ご
と
く
黒
く
太
く

書
き
ま
す
。
紙
の
余
白
は
「
お

客
さ
ん
が
入
っ
て
い
な
い
空

席
」
と
み
な
さ
れ
る
の
で
、
縁

起
が
悪
い
か
ら
で
す
。

　

そ
れ
を
踏
ま
え
、
字
の
バ
ラ

ン
ス
を
考
え
て
、
横
の
線
は
太

く
、縦
の
線
は
細
く
書
き
ま
す
。

縁
起
が
良
い
右
肩
上
が
り
で
力

強
く
思
い
っ
き
り
書
き
ま
す
。

寄
席
文
字
と
は
極
め
て
縁
起
の

良
い
文
字
な
の
で
す
。
そ
れ
を

書
く
た
め
に
は
、
１
文
字
に
つ

き
平
均
し
て
30
分
く
ら
い
の
時

間
が
か
か
り
ま
す
。
手
間
ひ
ま

と
愛
情
を
こ
め
て
、
一
生
懸
命

書
い
て
い
る
の
で
す
。

　

し
か
し
、
で
す
。
び
っ
く
り

す
る
く
ら
い
誰
も
寄
席
文
字
の

存
在
に
気
づ
い
て
く
れ
な
い
。

仮
に
気
づ
い
た
と
し
て
も
「
綺

麗
に
印
刷
し
て
あ
る
な
ぁ
」
と

し
か
思
っ
て
も
ら
え
な
い
こ
と

が
非
常
に
多
い
。
う
ん
、
報
わ

れ
て
な
い
。
な
の
で
、
も
し
寄

席
に
行
く
機
会
が
あ
っ
た
ら
、

じ
っ
く
り
と
寄
席
文
字
を
見
て

あ
げ
て
下
さ
い
。
大
抵
の
寄
席

文
字
は
印
刷
な
ど
で
は
な
く
、

人
の
手
に
よ
っ
て
書
か
れ
て
い

る
は
ず
で
す
。

　

人
が
あ
ま
り
見
て
い
な
い
と

こ
ろ
で
何
か
と
頑
張
っ
て
い
る

寄
席
文
字
。
縁
の
下
の
力
持
ち

で
す
。
影
は
薄
い
け
ど
。

　

寄
席
文
字
を
自
分
の
人
生
と

重
ね
合
わ
せ
て
見
て
し
ま
う
、

も
う
す
ぐ
21
才
に
な
る
私
が
い

ま
す
。
私
に
友
だ
ち
は
い
る
の

か
っ
て
？
…
そ
の
辺
は
触
れ

ち
ゃ
あ
、
い
け
ま
せ
ん
。

　

彼
の
匂
い
が
変
わ
っ
た
。

　

大
学
の
、
廊
下
で
の
出
来
事
だ
。
終
わ
り
か
け
た
昼
休
み
に
、
講
義
に
遅
れ
そ
う
に
な
っ
て
慌
て
て
駆

け
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
ぶ
つ
か
る
。
も
ち
ろ
ん
彼
も
私
も
避
け
よ
う
と
し
た
か
ら
、
そ
れ
は
ほ
ん
の
肩
が

触
れ
る
程
度
の
接
触
だ
。
た
っ
た
そ
れ
だ
け
、一
瞬
の
こ
と
だ
。
私
は
彼
の「
匂
い
」に
気
が
付
い
て
し
ま
っ

て
、
戸
惑
い
を
抱
え
た
ま
ま
一
気
に
走
り
去
る
。
逃
れ
る
。

　

彼
の
匂
い
が
変
わ
っ
た
。

　

香
水
な
ん
て
、
付
け
る
た
ち
じ
ゃ
な
か
っ
た
。
私
と
会
話
を
し
て
い
た
時
だ
っ
て
、
そ
こ
に
は
何
の
香

り
も
し
て
こ
な
か
っ
た
し
、
あ
る
い
は
季
節
の
葉
や
風
や
温
度
が
通
り
過
ぎ
た
だ
け
だ
っ
た
。

　

彼
か
ら
漂
っ
て
い
た
の
は
、
春
先
の
う
す
ら
寒
い
気
温
に
そ
ぐ
な
っ
た
そ
れ
と
は
違
う
。
潮
。
爽
や
か

な
シ
ー
ブ
リ
ー
ズ
。
あ
の
子
が
好
き
な
匂
い
だ
っ
て
、
私
は
知
っ
て
い
る
。

　

だ
か
ら
、
な
ん
だ
っ
て
い
う
の
？

　

私
は
私
に
、
挑
発
的
に
投
げ
か
け
る
。

　

だ
い
た
い
、
嫉
妬
す
る
だ
け
お
こ
が
ま
し
い
の
だ
。
私
に
は
何
の
関
係
も
な
い
。
彼
と
彼
女
の
問
題
だ

か
ら
、
私
の
預
か
り
知
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
、
は
ず
だ
。

　

だ
け
ど
。

　

曇
天
を
見
上
げ
る
。
講
義
に
も
行
け
な
い
で
、
図
書
館
を
抜
け
た
先
の
広
場
で
、
私
は
立
ち
止
ま
る
。

天
気
も
相
ま
っ
て
気
温
が
低
い
。
そ
の
せ
い
か
、
大
き
く
円
を
描
く
ベ
ン
チ
に
は
誰
も
腰
掛
け
な
い
。

　

夏
は
、ま
だ
見
え
な
い
ぐ
ら
い
遠
く
に
い
る
。そ
の
こ
と
に
安
堵
し
て
、そ
ん
な
私
は
、馬
鹿
だ
。夏
は
と
っ

く
に
到
来
し
て
い
る
。
あ
の
子
の
も
と
に
、私
で
は
な
く
、そ
れ
は
お
そ
ら
く
自
然
の
成
り
行
き
と
言
え
る
。

だ
っ
て
、
私
が
好
き
な
の
は
冬
だ
。
切
り
つ
け
る
よ
う
に
冷
た
い
あ
の
空
気
が
好
き
で
、
夏
の
、
へ
ば
り

つ
く
よ
う
に
生
温
い
空
気
は
苦
手
だ
。

　

だ
か
ら
、
そ
の
距
離
は
遠
い
。
私
は
冷
た
い
曇
天
の
、
冬
に
絡
め
捕
ら
れ
た
春
の
中
に
い
て
、
彼
は
解

き
放
た
れ
た
陽
光
の
、
夏
を
待
ち
わ
び
る
春
に
い
る
。
同
じ
季
節
の
は
ず
な
の
に
、
そ
の
距
離
は
絶
望
的

に
遠
い
。

　

私
は
冬
が
好
き
だ
。
冷
た
く
痛
い
あ
の
空
気
が
好
き
だ
。

　

で
も
私
が
彼
に
求
め
た
の
は
、
そ
ん
な
凍
え
を
解
か
し
て
く
れ
る
、
優
し
い
掌
で
は
な
い
の
か
。
震
え

る
身
体
を
い
た
わ
っ
て
く
れ
る
、
あ
の
温
も
り
で
は
な
か
っ
た
の
か
。
想
い
は
簡
単
に
私
を
捻
じ
曲
げ
る
。

私
の
持
つ
意
固
地
さ
や
プ
ラ
イ
ド
な
ど
粉
々
に
打
ち
砕
い
て
し
ま
う
。

　

だ
っ
て
、
知
ら
な
か
っ
た
の
だ
。

　
「
蚊
帳
の
外
」
が
、
こ
ん
な
に
も
辛
い
こ
と
だ
っ
た
な
ん
て
、
知
ら
な
か
っ
た
。

　

私
は
彼
と
嗅
ぐ
匂
い
が
欲
し
い
。
蚊
取
線
香
や
海
辺
の
潮
に
焦
が
れ
て
い
る
。
他
に
も
、
様
々
な
匂
い

を
好
き
に
な
っ
た
は
ず
だ
。
あ
る
い
は
彼
も
同
様
に
、
私
た
ち
は
、
互
い
に
好
き
な
匂
い
に
な
れ
た
か
も

し
れ
な
い
。
そ
ん
な
ふ
う
に
私
は
心
に
彼
の
ス
ペ
ー
ス
を
作
っ
て
、
け
れ
ど
も
彼
は
そ
こ
に
い
な
い
。
が

ら
ん
ど
う
の
空
間
に
風
が
吹
い
て
、
私
の
身
体
は
縮
こ
ま
っ
た
。

　

春
の
、
ま
だ
冬
を
引
き
ず
る
風
に
心
を
撫
で
ら
れ
、
私
は
ど
う
し
よ
う
も
な
く
叫
び
た
く
な
る
。

 

『
夏
の
よ
う
に
、

　
　
　
　
　

夏
の
よ
う
に
。』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
中
謙
次

　

京
都
伏
見
稲
荷
神
社
の
千
本

鳥
居
を
描
い
た
こ
の
作
品
は
、

作
者
が
一
度
行
っ
て
み
た
い
場

所
を
思
っ
て
、
こ
の
風
景
を
選

ん
だ
と
の
こ
と
。

　

描
く
と
き
に
は
光
を
表
現
す

る
の
に
苦
労
し
、
影
の
部
分
は

な
る
べ
く
黒
は
使
わ
ず
、
藍
色

や
こ
げ
茶
色
で
描
く
こ
と
に
こ

だ
わ
っ
た
。

　

ま
た
、
鳥
居
の
直
線
を
フ

リ
ー
ハ
ン
ド
で
描

く
の
に
苦
戦
し
た

そ
う
だ
。

　

作
者
自
身
、
階

段
の
部
分
が
一
番

気
に
入
っ
て
お

り
、「
こ
の
作
品
を
観
た
人
に

ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
雰
囲
気
を

感
じ
て
も
ら
え
た
ら
嬉
し
い
」

と
話
し
て
い
る
。

　

実
際
に
作
品
を
観
た
人
は
、

木
や
鳥
居
の
隙
間
か
ら
も
れ
る

光
と
そ
の
影
が
つ
く
り
だ
す
空

間
に
、
何
か
神
秘
的
な
も
の
を

感
じ
、
階
段
の
先
が
ど
こ
ま
で

も
続
い
て
い
る
よ
う
に
思
う
か

も
し
れ
な
い
。

絵
画
部
　
　
　

　
　
　
弦
月
会

ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
な
世
界
へ

渾
身
の
一
作
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ま
ず
店
名
の
由
来
だ

が
、
こ
れ
は
Ｓ
Ｕ
Ｂ
Ｗ

Ａ
Ｙ
が
販
売
す
る
「
サ

ブ
マ
リ
ン
サ
ン
ド
イ
ッ

チ
」
と
、
客
の
好
み
に

合
わ
せ
る
と
い
う
意
味

の
「
Ｗ
Ａ
Ｙ
」
か
ら
来

て
い
る
。

　

サ
ン
ド
イ
ッ
チ
と
聞

く
と
、
多
く
の
人
は
具

材
を
食
パ
ン
で
挟
ん
だ

三
角
形
を
思
い
出
す
だ

ろ
う
。
だ
が
サ
ブ
マ
リ

ン
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
は
細

長
い
パ
ン
を
使
い
、
切

れ
目
を
入
れ
て
そ
の
中

に
具
材
を
挟
む
。
こ
れ

が
Ｓ
Ｕ
Ｂ
Ｗ
Ａ
Ｙ
の
大

き
な
特
徴
の
１
つ
だ
。

　

サ
ン
ド
イ
ッ
チ
の
形

状
も
そ
う
だ
が
、
Ｓ
Ｕ

Ｂ
Ｗ
Ａ
Ｙ
は
注
文
の
仕
方
も
ユ

ニ
ー
ク
だ
。
カ
ウ
ン
タ
ー
は
レ

ジ
台
以
外
全
て
調
理
台
に
な
っ

て
い
て
、
注
文
を
聞
き
な
が
ら

そ
の
場
で
作
っ
て
く
れ
る
。
店

員
と
客
は
ガ
ラ
ス
で
仕
切
ら
れ

て
い
る
だ
け
な
の
で
、
サ
ン
ド

イ
ッ
チ
が
で
き
あ
が
る
ま
で
を

実
際
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

店
名
の
由
来
で
説
明
し
た
「
Ｗ

Ａ
Ｙ
」
は
、
こ
こ
で
最
大
限
発

揮
さ
れ
て
い
る
と
言
っ
て
も
過

言
で
は
な
い
。

　

Ｓ
Ｕ
Ｂ
Ｗ
Ａ
Ｙ
で
は
、
サ
ン

ド
イ
ッ
チ
を
作
る
際
に
様
々
な

注
文
を
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

サ
ン
ド
イ
ッ
チ
は
、
パ
ン
・
具

材
・
ソ
ー
ス
の
順
で
作
り
上
げ

て
い
く
。
そ
れ
ぞ
れ
数
種
類
用

意
さ
れ
て
い
る
の
で
、
客
は
好

き
な
も
の
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き

　

そ
し
て
最
後
は
ソ
ー
ス
で
味

を
整
え
る
。「
赤
ワ
イ
ン
ビ
ネ

ガ
ー
ソ
ー
ス
」、「
バ
ジ
ル
マ
ヨ

ネ
ー
ズ
」、「
チ
リ
ト
マ
ト
ソ
ー

ス
」、「
シ
ー
ザ
ー
ド
レ
ッ
シ
ン

グ
」、「
わ
さ
び
醤
油
ド
レ
ッ
シ

ン
グ
」
の
５
種
類
か
ら
自
由
に

選
べ
る
。
こ
れ
も
野
菜
と
同
じ

く
様
々
な
組
み
合
わ
せ
が
可
能

で
、
一
度
に
全
て
の
ソ
ー
ス
を

試
す
こ
と
も
で
き
る
。
も
ち
ろ

ん
味
の
保
証
は
で
き
な
い
。

　

ア
メ
リ
カ
が
本
場
の
Ｓ
Ｕ
Ｂ

Ｗ
Ａ
Ｙ
だ
が
、
国
内
で
使
わ
れ

て
い
る
野
菜
は
全
て
国
産
だ
と

い
う
。
工
場
か
ら
真
空
パ
ッ
ク

で
届
け
ら
れ
た
野
菜
は
、
全
て

開
封
し
た
そ
の
日
に
限
り
使
わ

れ
る
。
安
全
か
つ
新
鮮
な
野
菜

を
い
つ
で
も
食
べ
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に

Ｓ
Ｕ
Ｂ
Ｗ
Ａ
Ｙ
で
は
徹
底
し
た

現
場
主
義
を
貫
い
て
い
る
。

　

た
と
え
ば
、
パ
ン
や
ポ
テ
ト

も
工
場
か
ら
冷
凍
の
ま
ま
出
荷

さ
れ
る
。
パ
ン
は
生
地
の
状
態

で
届
く
た
め
、
店
舗
ご
と
で

焼
き
上
げ
て
い
る
と
い
う
。
ポ

テ
ト
も
揚
げ
ら
れ
た
も
の
が
冷

凍
で
届
く
の
だ
が
、
ほ
か
の

フ
ァ
ー
ス
ト
フ
ー
ド
店
と
違
う

の
は
フ
ラ
イ
ヤ
ー
で
は
な
く

オ
ー
ブ
ン
で
焼
く
点
だ
。
こ
れ

に
よ
り
余
分
な
油
が
落
ち
、
一

般
的
な
ポ
テ
ト
と
比
べ
半
分
の

カ
ロ
リ
ー
に
抑
え
ら
れ
る
。
店

内
で
使
わ
れ
る
オ
ー
ブ
ン
は
、

狭
い
空
間
で
も
設
置
で
き
る
よ

う
に
特
別
に
設
計
さ
れ
て
い
る

と
の
こ
と
。
様
々
な
工
夫
に

よ
っ
て
、
客
の
手
に
は
常
に
で

き
た
て
の
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
が
握

ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

ち
な
み
に
関
学
店
で
は
「
ラ

ン
チ
パ
ッ
ク
」
と
し
て
、
11
時

半
か
ら
お
昼
１
時
半
ま
で
、
日

替
わ
り
の
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
（
レ

ギ
ュ
ラ
ー
）
を
１
つ
３
０
０
円

で
販
売
し
て
い
る
。
そ
し
て
１

時
半
か
ら
は
１
セ
ッ
ト
３
０
０

円
の
「
デ
ザ
ー
ト
セ
ッ
ト
」
が

販
売
さ
れ
る
。

　

野
菜
を
食
べ
る
機
会
が
少
な

く
な
り
が
ち
な
学
生
に
は
、
ぜ

ひ
Ｓ
Ｕ
Ｂ
Ｗ
Ａ
Ｙ
を
お
す
す
め

し
た
い
。
も
ち
ろ
ん

フ
ァ
ー
ス
ト
フ
ー
ド
好

き
な
人
も
納
得
の
ボ

リ
ュ
ー
ム
が
あ
る
の

で
、
一
度
足
を
運
ん
で

み
て
は
い
か
が
だ
ろ
う

か
。
最
後
に
、
Ｓ
Ｕ
Ｂ

Ｗ
Ａ
Ｙ
は
今
後
大
き

な
進
展
が
予
想
さ
れ

る
店
だ
。
気
に
な
る

人
は
、
公
式
サ
イ
ト
を
定
期
的

に
チ
ェ
ッ
ク
す
る
と
い
い
だ
ろ

う
。

ト
」
の
よ
う
に
、
関
学
店
に

は
独
自
の
メ
ニ
ュ
ー
が
あ
る
。

で
は
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
の
新
メ

ニ
ュ
ー
が
登
場
す
る
こ
と
は
あ

る
の
だ
ろ
う
か
。

　
「
学
生
さ
ん
の
要
望
が
多
く

あ
っ
た
場
合
に
は
、
こ
ち
ら
で

検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。」

と
い
う
こ
と
な
の
で
、
食
べ
て

み
た
い
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
が
あ
れ

ば
お
願
い
し
て
み
る
の
も
手
だ

ろ
う
。

　

ち
な
み
に
関
学
店
で
は
関
学

生
も
働
い
て
い
る
の
で
、
興
味

の
あ
る
人
は
こ
ま
め
に
採
用
情

報
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
ほ
し
い
。

 

北
村
さ
ん
か
ら
は
Ｓ
Ｕ
Ｂ
Ｗ

Ａ
Ｙ
の
進
展
に
つ
い
て
様
々
な

話
を
聞
か
せ
て
も
ら
っ
た
が
、

ど
れ
も
興
味
深
い
も
の
だ
っ

た
。
最
後
に
学
生
へ
向
け
て
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
も
ら
っ
た
。

「
と
に
か
く
野
菜
を
食
べ
て
く

だ
さ
い
！
」

る
。

　

ま
ず
パ
ン
は
４
種
類
用
意
さ

れ
て
お
り
、
ト
ッ
ピ
ン
グ
な
し

の
「
ホ
ワ
イ
ト
」、
ホ
ワ
イ
ト

に
ゴ
マ
が
ト
ッ
ピ
ン
グ
さ
れ
た

「
セ
サ
ミ
」、
小
麦
胚
芽
入
り
の

「
ウ
ィ
ー
ト
」、
ウ
ィ
ー
ト
に
大

豆
・
ハ
チ
ミ
ツ
・
エ
ン
麦
な

ど
を
ト
ッ
ピ
ン
グ
し
た
「
ハ

ニ
ー
オ
ー
ツ
」
か
ら
自
由
に

選
べ
る
。
し
か
も
パ
ン
に
焦

げ
目
を
つ
け
た
い
場
合
は

ト
ー
ス
ト
す
る
こ
と
も
可
能

だ
。

　

サ
ン
ド
イ
ッ
チ
の
キ
モ
と

な
る
具
材
は
、
６
種
類
の
野

菜
を
自
由
に
増
減
さ
せ
ら
れ

る
。
オ
ニ
オ
ン
、
レ
タ
ス
、
ト

マ
ト
、
ピ
ー
マ
ン
、
ピ
ク
ル
ス
、

オ
リ
ー
ブ
だ
。
こ
の
中
に
嫌
い

な
野
菜
が
あ
れ
ば
無
く
す
こ
と

も
可
能
だ
。
逆
に
好
き
な
野
菜

が
あ
れ
ば
、
挟
ま
る
範
囲
で
好

き
な
だ
け
増
や
す
こ
と
も
で
き

る
。

　

今
回
の
取
材
は
、
店
長
の
北

村
裕
輔
さ
ん
に
協
力
し
て
も

ら
っ
た
。

　

北
村
さ
ん
は
、
関
学
進
出
に

つ
い
て
は
今
年
頭
か
ら
知
っ
て

い
た
そ
う
で
、
当
時
は
夏
以
降

の
オ
ー
プ
ン
を
予
想
し
て
い

た
と
の
こ
と
。
し
か
し
、
そ
こ

か
ら
急
ピ
ッ
チ
で
話
が
進
め
ら

れ
４
月
オ
ー
プ
ン
に
こ
ぎ
つ
け

た
。

　

す
で
に
紹
介
し
た
「
ラ
ン
チ

パ
ッ
ク
」
や
「
デ
ザ
ー
ト
セ
ッ

営業時間
　10：00 − 17：00
　（日・祝 休み）
問い合わせ
　0798-57-37-53
　http://www.subway.co.jp/

店
長
紹
介

『

毎

日

に

野

菜

を

は

さ

も

う

』

徹底分析

↑　ハーブドッグ（レギュラー）

↑　店員は作りながら注文を受ける

ファミリーマート

国際学部→

↑
ローソン

学生会館
↓

↑　焼き上がりを待つ生地

↑　北村裕輔さん

　

3
面
で
触
れ
た
と
お
り
、
4
月
か
ら
「
Ｓ
Ｕ
Ｂ
Ｗ
Ａ
Ｙ 

関
西
学
院
大
学
店
」（
以
下
関
学
店
）
が
営
業
を
開
始
し
た
。

し
か
し
、
Ｓ
Ｕ
Ｂ
Ｗ
Ａ
Ｙ
が
ど
う
い
う
お
店
な
の
か
よ
く

知
ら
な
い
人
も
多
い
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
今
回
は
Ｓ
Ｕ
Ｂ
Ｗ

Ａ
Ｙ
を
徹
底
取
材
し
て
、
よ
り
多
く
の
人
に
そ
の
魅
力
を

お
伝
え
し
よ
う
。


